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	4. iOS16.1でMatterをサポート
  


	5. M5Stack ・・Matter over  Wi-Fi
 


	6. 試してみた感想
・開発環境の構築が必要
- Xcode
- ESP-IDF
-  Matterのビルド環境 (ストレージ容量に注意！25GB〜)
・サンプルを動かすだけならブラウザだけでOK！
(ESP Web Toolsを使用してファームウェアを書き込む)
・コミッショニング、ディスカバリー、Lチカはすぐ試せる
 


	7. サンプルダウンロード&書き込み
(参照) https://espressif.github.io/esp-launchpad/
(参照) https://kitazaki.github.io/matter-example-apps/
ATOM  Lite ESP32のNOT FOUNDエラー対応済
 



	9. コミッショニング (Wi-Fiの設定)
・シリアル
ブラウザ (Web  Serial API)でも
設定可能
・BLE
クライアントアプリが必要
 


	10. シリアル (matter コマンド)
  


	11. BLE
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	14. サービスディスカバリー (機器検出)
$ dns-sd  -B _matterc._udp
 


	15. Q. iPhone(iOS)はどうやるの？
  


	16. A. ホームハブが必要
  


	17. iPad(iPadOS)でホームハブを有効にする
  


	18. アクセサリの追加手順
  


	19. iPhone(iOS)からも操作可能
  



	21. Q. ATOM Liteは画面がないけど、どうするの？
  



	23. > matter onboardingcodes  ble
 


	24. A. ブラウザでQRコードを表示
  


	25. ESP Web Toolsを使用して
ビルド済みバイナリを配布してみた
  


	26. 背景
スマートホームの新標準「Matter」の
ビルド環境の構築がツライ
※2023年1月21日更新
ZAPツールが必要になった
  


	27. 仕組み（ざっくり
  


	28. 注意！
  


	29. 「Matter over Thread」を試してみた
  


	30. Nordic ・・Matter over  Thread
 


	31. 構成
※第二世代 ※第三世代
nRF52840
  


	32. Threadの動作確認
  


	33. Thread ロールとデバイスの種類
ロール
・ルーター (Parent)  ・・上限32
・エンドデバイス (Child) ・・上限511/ルーター
デバイスの種類
・FTD (フルスレッドデバイス)
- ルーター
- ED (エンドデバイス)
・MTD (ミニスレッドデバイス)
- ED (エンドデバイス)
その他の種類
・リーダー (ルーターのセットを管理) ・・常に1つ
・ボーダールーター (Threadの外部との接続) ・・複数の場合あり
 


	34. ツールの見た目
  


	35. HOMEアプリの見た目 ※ light  bulb
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	38. HOMEアプリの見た目 ※ Window  cover (Blind)
 


	39. ところで、日本で使える商用製品はあるの！？
  


	40. SwitchBot ハブ２
商用初！？
(カーテンとブラインドポールのみ)
  


	41. Dirigera ハブ (IKEA)  ・・TRÅDFRIゲートウェイの後継
(ディリフィエラ)
今後に期待！
(トロードフリ)
 


	42. Nanoleaf
期待大！
(Thread対応済)
  


	43. 詳細はこちら
  





	47. ありがとうございました！
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